
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
ア
ジ
ア
の
死
生
学 

― 

超
高
齢
化
と
死
に
ゆ
く
こ
と

D
eath and Life Studies in E

ast A
sia: H

yper-aging and D
ying
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東
京
大
学
文
学
部
の
死
生
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
二
年
に
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
始
ま
り
、
二
〇
〇
七
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
更
新
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
終
了
し
た
。
そ
の
後
継
組
織
が
本
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
す
る
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
に
な
る
。
十
年
に

及
ぶ
死
生
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
多
く
の
テ
ー
マ
が
研
究
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
の

重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
日
本
の
死
生
観
の
独
自
性
を
そ
の
歴
史
や
文
化
と
の
関

連
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
共
通
の
文
化
遺
産

を
共
有
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
の
捉
え
方

全
般
の
中
に
日
本
の
死
生
観
を
位
置
づ
け
て
、
そ
の
共
通
性
や
差
異
を
考
え
て
い

く
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

趣
旨
説
明

池
澤 

優

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
―
超
高
齢
化
と
死
に
ゆ
く
こ
と
」
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期
間
に
は
韓
国
、
中
国
、
台
湾
に
お
い
て
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
四
つ
開
催
し
、
死
生

学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
後
は
二
〇
一
四
年
に
韓
国
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
と
共
同
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

二
〇
一
六
年
、
二
〇
一
七
年
に
は
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
が
主
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
き
た
。
よ
っ
て
、
死
生

学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
集
会
は
こ
れ
が
八
回
目
に
な
る
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
こ
れ
ら
の
国
際
的
学
術
交
流
の
蓄
積
の
上
に
あ
る
の
で
あ
る
。

日
中
国
際
研
究
会
議
「
中
日
〝
東
亜
生
死
学
〟
国
際
学
術
研
討
会
」、
二
〇
〇
八
年
二
月
一
九
日
、
北
京
。

日
台
国
際
研
究
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
三
〇
日
、
台
北
。

日
韓
国
際
研
究
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
〇
日
、
ソ
ウ
ル
。

日
台
国
際
研
究
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
七
日
、
高
雄
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」、
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
、
東
京
。

国
際
学
術
会
議“C

ontradictions of A
sian D

evelopm
ent and a Search for Life and D

eath Studies”

（
ア
ジ
ア
の
発
展
の
矛
盾

と
生
死
学
の
模
索
）、
二
〇
一
六
年
三
月
一
二
日
、
韓
国
春
川
。

国
際
学
術
会
議“Loss and H

ealing in Life and D
eath Studies”

（
生
死
学
に
お
け
る
喪
失
と
癒
し
）、
二
〇
一
七
年
五
月
一
九

日
、
韓
国
春
川
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
副
題
に
「
超
高
齢
化
と
死
に
ゆ
く
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
今
日
の
社
会
で
超
高
齢
化
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
東
ア
ジ
ア
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
考
え
る
こ
と
が
い
か

な
る
意
義
を
有
す
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
死
生
学
と
い
う
学
問
の
あ
り
方
と
東
京
大
学
文
学
部
の
死
生
学
構
想
に
関
係
づ
け
て
説
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明
す
る
の
が
、
趣
旨
説
明
の
役
割
に
な
る
。

死
生
学
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
欧
米
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ゴ
ー
ラ
ー

が
「
死
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
呼
ん
だ
特
殊
な
死
の
様
態
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス

は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
死
の
表
象
が
公
的
領
域
か
ら
消
滅
し
、
死
別
の
悲
し
み
は
専
ら
私
的
領
域
に
押
し
込
め
ら
れ
、
あ
た
か
も

死
は
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
前
向
き
に
生
き
る
の
が
賞
賛
す
べ
き
生
き
方
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
く
ら
い
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
現
代
の
死
の
あ
り
方
を
反
省
す
る
「
死
の
認
知
運
動
」（death aw

areness m
ovem

ent

）
が
起
こ
っ
た
。
そ
の

一
つ
の
現
れ
が
死
生
学
で
あ
り
、
死
を
直
視
し
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
死
す
べ
き
運
命
に
も
か
か
わ
ら
ず
積
極
的
に
生
き
る
こ
と

が
主
張
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
の
が
死
に
ゆ
く
こ
と
（dying

）
と
死
別
の
悲
嘆
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
心
理
学
者
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝

ロ
ス
は
人
間
が
否
認
→
怒
り
→
取
り
引
き
→
抑
鬱
→
受
容
と
い
う
五
段
階
を
経

由
し
て
死
ん
で
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
問
題
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
。
こ
の
段
階
で
の
死
生
学
は
心
理
学
的
な
研
究

が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
が
最
終
段
階
を
「
受
容
」
と
名
づ
け
た
こ
と
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
（
た

と
え
彼
女
が
そ
れ
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
）
死
を
受
容
す
る
こ
と
、
死
を
乗
り
越
え
て
生
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

い
う
価
値
観
が
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
死
に
ゆ
く
こ
と
と
悲
嘆
に
お
い
て
心
理
的
要
素
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
間
の
生
と
死
は

一
定
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
に
置
か
れ
て
お
り
、
ま
た
文
化
的
伝
統
は
我
々
の
死
の
捉
え
方
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
全

て
を
普
遍
的
な
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
く
し
て
、
東
京
大
学
文
学
部
の
死
生
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

初
期
の
死
生
学
よ
り
も
広
い
視
野
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
代
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
島
薗
進
は
シ
リ
ー
ズ

『
死
生
学
』
の
巻
頭
論
文
の
中
で
、
①
死
生
の
文
化
の
比
較
研
究
、
②
死
生
の
倫
理
や
実
践
に
関
わ
る
理
論
的
哲
学
的
考
察
、
③

人
文
学
の
現
代
的
実
践
現
場
へ
の
関
与
と
い
う
、
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
死
生
学
の
構
想
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
場
に
関
与
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す
る
こ
と
で
、
現
在
、
生
と
死
に
つ
い
て
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
そ
の
意
義
を
歴
史
や
文
化
に
照
ら
し
て
理
解
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
将
来
に
お
い
て
い
か
な
る
生
き
方
が
必
要
で
あ
る
の
か
を
模
索
す
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
我
々
の
死
生
学
は
過
去
と
現
在
に
基
づ
い
て
、
未
来
を
構
想
す
る
と
い
う
性
格
を
持
つ
の
で
あ
る
。

現
在
に
お
け
る
生
と
死
を
考
え
る
場
合
、
最
大
の
問
題
が
超
高
齢
化
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
だ
ろ
う
。
但
し
、
そ
の
問
題

を
考
え
る
上
で
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
超
高
齢
化
を
迎
え
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
世
界
的
に
い
わ
ゆ
る
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
国
々
は
い
ず
れ
も
超
高
齢
化
に
伴
う
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
の

問
題
の
状
況
と
そ
れ
に
対
し
て
模
索
さ
れ
て
い
る
対
応
策
は
国
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
な
ぜ
同
じ
超
高
齢
化
と
い
う
現
象
を
前

に
し
て
実
際
の
状
況
が
多
様
で
あ
る
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
各
国
の
文
化
と
伝
統
、
社
会
状
況
が
多
様
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

超
高
齢
化
を
考
え
る
上
で
社
会
制
度
と
文
化
伝
統
の
問
題
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
の
超
高
齢
化
に
対
し
て
日
本
の
文

化
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
有
効
な
選
択
肢
を
提
供
す
る
源
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
逆
に
我
々
の
思
考
を
制
約
し
て
、

問
題
の
解
決
を
妨
げ
る
躓
き
の
石
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

東
ア
ジ
ア
の
諸
国
も
例
外
で
は
な
い
。
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
超
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
に
な
り
つ
つ
、

問
題
の
現
れ
方
と
対
応
の
仕
方
は
各
国
で
異
な
り
、
そ
こ
に
は
各
国
の
文
化
と
状
況
が
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
比
較
を
行
い
、

ど
こ
に
共
通
性
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
が
各
国
で
独
自
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
我
々
が
置
か
れ
て
い
る
状
態
を
理
解
す

る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
過
去
の
文
化
と
伝
統
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
い
。
我
々
の
考

え
と
判
断
は
自
分
た
ち
が
自
明
と
す
る
枠
組
み
と
価
値
観
に
依
拠
し
て
い
る
。
異
な
る
社
会
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
こ
と
を

自
覚
で
き
る
。
我
々
自
身
の
思
考
枠
組
み
と
価
値
観
を
相
対
化
す
る
と
こ
ろ
に
、
比
較
文
化
的
研
究
の
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。

超
高
齢
化
に
お
け
る
死
に
ゆ
く
こ
と
は
多
方
面
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
臨
床
の
問
題
は
疑
い
も
な
く
重
要
で
あ
る
。
死
と
悲

嘆
を
前
に
し
た
心
の
問
題
も
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
人
間
の
生
と
死
が
一
定
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
に
置
か
れ
て
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い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
時
、
社
会
制
度
あ
る
い
は
制
度
設
計
の
問
題
は
は
ず
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
お
い
て
は
、
社
会
的
視
点
か
ら
の
発
表
を
中
心
に
ご
登
壇
を
お
願
い
し
た
。
以
下
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
。

開
会
の
辞
お
よ
び
趣
旨
説
明
　
池
澤 

優
（
東
京
大
学
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
長
）

Ⅰ
部
　
発
表
一 

パ
ク
・
ジ
ュ
ン
シ
ク
（
韓
国
翰
林
大
学
社
会
学
科
教
授
、
生
死
学
研
究
所
所
長
）

 
 

キ
ム
・
ヨ
ン
ボ
ム
（
韓
国
翰
林
大
学
高
齢
社
会
研
究
所
准
教
授
）

 
 

　「
韓
国
春
川
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
自
殺
と
そ
の
影
響
要
因
に
関
す
る
調
査
」

　
　
　
発
表
二 

赤
川 
学
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
）

 
 

　「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
川
崎
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
役
立
つ
か
？
」

　
　
　
コ
メ
ン
ト
　
澤
井 

敦
（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）

Ⅱ
部
　
発
表
三 

鍾 

宜
錚
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
専
門
研
究
員
）

 
 

　「
台
湾
に
お
け
る
終
末
期
医
療
の
法
と
倫
理

―
「
患
者
自
主
権
利
法
」
の
成
立
と
「
善
終
」
概
念
の
変
遷
」

　
　
　
発
表
四
　
　
株
本 

千
鶴
（
椙
山
女
学
園
大
学
人
間
関
係
学
部
教
授
）

 
 

　「〝
死
に
ゆ
く
こ
と
〟
へ
の
介
入

―
日
韓
の
ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
政
策
か
ら
考
え
る
」

　
　
　
発
表
五 

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
デ
ィ
ン
リ
ー
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
大
学
人
類
学
部
准
教
授
）

 
 

　「
死
を
超
越
す
る
愛
と
想
像
力
」　

　
　
　
コ
メ
ン
ト 

会
田 

薫
子
（
東
京
大
学
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
上
廣
講
座
特
任
教
授
）

総
合
討
論
お
よ
び
質
疑
応
答
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発
表
一
は
翰
林
大
学
が
位
置
す
る
韓
国
春
川
地
域
の
高
齢
者
の
自
殺
の
要
因
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
家
族
の
あ
り
方
、
孤

立
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
身
体
的
・
精
神
的
健
康
と
有
意
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
こ
の

結
論
は
、
自
殺
率
が
高
く
（
一
時
よ
り
は
減
少
し
た
と
は
い
え
）
か
つ
中
高
年
の
自
殺
が
多
い
日
本
に
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
で
あ
ろ
う
。

発
表
二
は
川
崎
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
信
頼
感
、

互
酬
性
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
健
康
感
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
発
表
一
と
同
様
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
と
い
う
社
会

シ
ス
テ
ム
が
我
々
の
生
と
死
を
左
右
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
発
表
は
社
会
調
査
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
、
澤
井
敦
先
生
に
社
会
学
の
立
場
か
ら
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
く
。

発
表
三
は
台
湾
の
安
寧
緩
和
医
療
法
（
二
〇
〇
〇
年
）
と
患
者
自
主
権
利
法
（
二
〇
一
六
年
）
の
制
定
の
背
景
に
あ
る
死
に
方

の
問
題
を
扱
う
。
台
湾
で
は
一
九
九
五
年
に
国
民
健
康
保
険
制
度
が
制
定
さ
れ
、
医
療
水
準
が
大
幅
に
上
昇
し
た
が
、
同
時
に
そ

れ
ま
で
実
践
さ
れ
て
い
た
死
に
方
の
慣
行
（「
善
終
」）
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
ホ
ス
ピ
ス
の
普
及
や
法
の
制
定
の

背
景
に
は
、
医
療
化
の
中
で
「
善
終
」
を
行
お
う
と
す
る
指
向
性
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。

発
表
四
は
ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
、
特
に
公
的
な
制
度
設
計
と
い
う
点
か
ら
韓
国
と
日
本
の
比
較
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
現
場
の
医
療
者
が
如
何
に
患
者
の
た
め
の
全
人
的
ケ
ア
と
い
う
理
念
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
が
一
つ
の
制
度
の

中
に
組
み
込
ま
れ
る
時
、
医
療
的
観
点
、
効
率
性
、
経
済
性
な
ど
の
要
素
が
入
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
患
者
自
主
権
利

法
が
あ
る
種
の
生
命
の
価
値
づ
け
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
発
表
三
と
共
通
す
る
問
題
関
心
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

発
表
五
は
配
偶
者
を
失
っ
た
二
人
の
老
婦
人
の
語
り
に
基
づ
き
、
彼
女
た
ち
が
故
人
と
の
関
係
性
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と

を
示
す
。
人
が
死
者
と
有
し
て
い
た
つ
な
が
り
を
一
つ
の
物
語
と
す
る
こ
と
で
心
の
中
に
死
者
を
蘇
ら
せ
、
そ
れ
が
生
を
意
義
づ
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け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
多
く
あ
る
が
、
発
表
者
の
主
張
は
、
高
齢
者
の
そ
の
よ
う
な
物
語
に
対
す
る
考
察
を
我
々

も
っ
と
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

発
表
三
～
五
に
対
し
て
は
、
会
田
薫
子
先
生
に
臨
床
の
立
場
か
ら
コ
メ
ン
ト
い
た
だ
く
。

最
後
に
、
以
上
の
全
て
の
発
表
に
つ
い
て
、
登
壇
者
な
ら
び
に
ご
来
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
議
論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
多
様
な
問
題
が
扱
わ
れ
、
か
つ
韓
国
、
台
湾
、
日
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
超

高
齢
化
に
お
け
る
死
に
ゆ
く
こ
と
は
特
定
の
社
会
（
制
度
）
と
文
化
（
観
念
）
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
点
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
超
高
齢
化
が
置
か
れ
て
い
る
文
脈
と
い
う
広
い
視
点
か
ら
問
題
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
司
会
は
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
の
堀
江
宗
正
准
教
授
と
池
澤
が
担
当
す
る
。


